
交付運用報告書 見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

当ファンドは、信託約款において「運用報告書（全体版）」に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供する旨を定めており、次の手順でご覧
いただけます。なお、印刷した「運用報告書（全体版）」はご請求により交付させていただきますので、販売会社までお問い合わせください。

【閲覧方法】https://www.smd-am.co.jp/fund/unpo/にアクセス→ファンド名を入力→検索結果からファンドを選択

〒105-6426 東京都港区虎ノ門1-17-1
https://www.smd-am.co.jp

■口座残高など、お取引状況についてのお問い合わせ
　お取引のある販売会社へお問い合わせください。
■当運用報告書についてのお問い合わせ
コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）

受益者の皆さまへ
平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上げ
ます。
当ファンドは投資信託証券への投資を通じて、主と
して新興国の株式へ投資します。当期についても、
運用方針に沿った運用を行いました。
今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。

当期の状況

基 準 価 額（期末） 17,159円

純資産総額（期末） 47,389百万円

騰　落　率（当期） ＋12.8％

分配金合計（当期） 0円

※騰落率は、分配金（税引前）を分配時に再投資したと仮定して計
算したものです。

2023年９月26日から2024年９月25日まで

第18期 決算日：2024年９月25日

ＳＭＢＣファンドラップ・新興国株
追加型投信／海外／株式
日経新聞掲載名：ＦＷ興株
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１ 運用経過
基準価額等の推移について（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額および参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
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純資産総額（百万円）: 右軸

参考指数 : 左軸

分配金再投資基準価額（円）: 左軸
基準価額（円）: 左軸

期　　首 15,208円

期　　末 17,159円
（既払分配金0円（税引前））

騰 落 率 ＋12.8％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時に再投資
したと仮定して計算したもので、ファンド運用の実質的なパ
フォーマンスを示します。
※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご利用のコー

スにより異なります。また、ファンドの購入価額などによって課税条件も
異なります。したがって、受益者の皆さまの損益の状況を示すものではあ
りません。（以下、同じ）

※当ファンドの参考指数は、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（円換算ベース）です。
※参考指数の算出にあたっては、基準価額への反映を考慮して、２営業日前の米ドルベースの指数値を前営業日の為替レート（対顧

客電信売買相場仲値）で円換算しています。
※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファンドの運営に何

ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。

基準価額の主な変動要因（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

　当ファンドは、投資信託証券である「ＧＩＭ／ＦＯＦｓ用新興国株Ｆ（適格機関投資家限定）」および
「Amundiファンズ・エマージング・マーケッツ・エクイティ・フォーカス（Q-I4 USD クラス）／（I20 
USD クラス）※」への投資を通じて、主として新興国の株式へ投資しました。
※「Amundiファンズ・エマージング・マーケッツ・エクイティ・フォーカス」のクラス持ち分は、2024年６月21日付でQ-I4 USD 

クラスからI20 USD クラスに転換されました。当該転換により、運用の基本方針、運用プロセス等に変更はありません。

　ＧＩＭ／ＦＯＦｓ用新興国株Ｆ（適格機関投資家限定）における主な変動要因は以下のとおりです。
　当期は、多くの投資通貨が対円で下落したことが基準価額の下落要因となったものの、保有銘柄の株価
上昇などが基準価額の上昇要因となりました。個別銘柄では、台湾の情報技術関連会社や中国のコミュニ
ケーション・サービス関連会社などへの投資がプラス要因となった一方で、中国の一般消費財・サービス
関連会社や韓国の情報技術関連会社などへの投資がマイナス要因となりました。

　Amundiファンズ・エマージング・マーケッツ・エクイティ・フォーカス（Q-I4 USD クラス）／（I20 
USD クラス）における主な変動要因は以下のとおりです。

上 昇 要 因
●ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）の利下げ観測と米経済のソフトランディング（軟着陸）期待が高

まったこと
●テクノロジー・セクターやＡＩ（人工知能）関連銘柄が好調だったこと
●インドや南アフリカにおける選挙後の市場にポジティブな動きが見られたこと

下 落 要 因
●中国当局の政策支援が市場を押し上げるには不十分だったこと
●地政学リスクが高まったこと
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１万口当たりの費用明細（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a） 信 託 報 酬 38円 0.231％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は16,630円です。

投信会社:ファンド運用の指図等の対価
販売会社:交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管理、購入

後の情報提供等の対価
受託会社:ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行等の対価

（投 信 会 社） （27） （0.165）
（販 売 会 社） （5） （0.033）
（受 託 会 社） （5） （0.033）

（b） 売買委託手数料 － － 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料:有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料（株 式） （－） （－）

（先物・オプション） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（c） 有価証券取引税 － － 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税:有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株 式） （－） （－）

（公 社 債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（d） そ の 他 費 用 1 0.004 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用:海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送回

金・資産の移転等に要する費用
監査費用:監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他:信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） （－） （－）
（監 査 費 用） （1） （0.003）
（そ の 他） （0） （0.000）
合 計 39 0.235

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出してい
ます。

※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当

ファンドに対応するものを含みます。
※各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。

参考情報 総経費率（年率換算）

※ １の各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、各比率
は、年率換算した値（小数点以下第２位未満を四捨五入）です。「１万口当たりの費用明細」の各比率と
は、値が異なる場合があります。

※ ２の投資先ファンド（当ファンドが組み入れている国内投資信託証券（マザーファンドを除く））の費用
は、「１万口当たりの費用明細」をもとに、投資先ファンドへの平均投資比率を勘案して、実質的な費
用を計算しています。

※ ２の投資先ファンド（当ファンドが組み入れていたクラス転換前の外国投資信託証券）の費用は、シェ
アクラスの経費率です。運用管理費用と運用管理費用以外の費用を分けて表記しています。投資先
ファンドへの平均投資比率を勘案して、実質的な費用を計算しています。

※ ２の投資先ファンド（当ファンドが組み入れているクラス転換後の外国投資信託証券）の費用は、直近
の費用の詳細データが入手できていないため、目論見書に記載している「運用管理費用」の料率を使用
しています。運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれていません。投資先
ファンドへの平均投資比率を勘案して、費用を計算しています。

※ １と ２の費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。ま
た、計上された期間が異なる場合があります。

※上記の前提条件で算出している参考値であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

総経費率（１＋２） 0.99％
１ 当ファンドの費用の比率 0.24％

２
投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.57％
投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.18％

運用管理費用
0.57％

運用管理費用以外
0.18％

運用管理費用
（投信会社） 0.17％

運用管理費用
（販売会社） 0.03％

その他費用

運用管理費用
（受託会社） 0.03％

0.00％

総経費率
0.99％

投資先ファンドの費用 0.75％2 当ファンドの費用 0.24％１
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最近５年間の基準価額等の推移について（2019年９月25日から2024年９月25日まで）

最近５年間の推移

※分配金再投資基準価額は、2019年９月25日の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

2019.９.25
決算日

2020.９.25
決算日

2021.９.27
決算日

2022.９.26
決算日

2023.９.25
決算日

2024.９.25
決算日

基準価額 （円） 10,976 11,754 14,941 14,025 15,208 17,159
期間分配金合計（税引前） （円） － 0 0 0 0 0
分配金再投資基準価額騰落率 （％） － 7.1 27.1 －6.1 8.4 12.8
参考指数騰落率 （％） － 3.9 23.6 －4.1 4.8 13.1
純資産総額 （百万円） 15,511 16,281 16,687 23,612 30,651 47,389

参考指数について
※参考指数は、ＭＳＣＩエマージング・マーケット指数（米ドルベース）を委託者が円換算したものです。算出にあたっては、基準価

額への反映を考慮して、２営業日前の米ドルベースの指数値を前営業日の為替レート（対顧客電信売買相場仲値）で円換算していま
す。

※参考指数は投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数として記載しています。

当期
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純資産総額（百万円）: 右軸

分配金再投資基準価額（円）: 左軸
基準価額（円）: 左軸

投資環境について（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

●期首から2023年10月にかけては、米国を中心
に政策金利の高止まりが意識され、中東情勢を
巡る地政学リスクも懸念される中、下落しまし
た。また、中国の軟調な経済指標を受けて、中
国の経済減速への警戒感が強まったことも重石
となりました。

●2023年11月には反転し、2024年３月にかけ
て概ね上昇基調となりました。ブラジルなどラ
テンアメリカ諸国において利下げが実施された
ことやインドでの良好な決算や経済指標が支援
材料となったほか、経済に対するソフトラン
ディングへの期待が相場を下支えしました。

●2024年４月には予想よりも強い米国のインフ
レ率などを背景に、ＦＲＢ（米連邦準備制度理
事会）の利下げ観測が後退したことから、下落
する局面が見られました。また、８月は米国の
非農業部門雇用者数が市場予想を下回る内容と
なったことを受けて、米国の景気減速懸念が高
まったことから市場が急落する局面が見られま
した。

●その後期末にかけては反転し、米国の利下げ見
通しが新興国株式市場の支援材料になるとの見
方などが株価の上昇を支えました。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取
引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した比率に、
投資先ファンドの経費率を加えた総経費率（年率）は0.99％です。
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ベンチマークとの差異について（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

基準価額と参考指数の騰落率対比

※基準価額は分配金再投資ベース
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　当ファンドは運用の指標となるベンチマークは
ありませんが、参考指数としてＭＳＣＩエマージ
ング・マーケット指数（円換算ベース）を設けてい
ます。
　記載のグラフは、基準価額と参考指数の騰落率
の対比です。

分配金について（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収益率とは異な

ります。

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第18期

当期分配金 0
（対基準価額比率） （0.00％）

当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 9,535

　期間の分配は、複利効果による信託財産の成長
を優先するため、見送りといたしました。
　なお、留保益につきましては、運用の基本方針
に基づき運用いたします。

ポートフォリオについて（2023年９月26日から2024年９月25日まで）

当ファンド
　主要投資対象である「ＧＩＭ／ＦＯＦｓ用新興
国株Ｆ（適格機関投資家限定）」および「Amundi
ファンズ・エマージング・マーケッツ・エクイ
テ ィ・ フ ォ ー カ ス（Q-I4 USD ク ラ ス）／（I20 
USD クラス）」を期を通じて高位に組み入れまし
た。

ＧＩＭ／ＦＯＦｓ用新興国株Ｆ
（適格機関投資家限定）
　国別、セクター別の配分は定量モデルおよび定
性判断を活用したボトムアップ中心の銘柄選択の
結果によるものです。当期は、国別ではインドや
台湾などの投資比率が上昇した一方、中国や韓国
などの投資比率は低下しました。
　ベンチマークとの比較では、国別配分では、中
国をアンダーウェイトとしたことやペルーをオー
バーウェイトとしたことなどがプラス寄与となっ
た一方、台湾やインドをアンダーウェイトとした
ことなどがマイナス寄与となりました。銘柄選択
では、台湾や韓国などへの投資がプラス寄与と
なった一方で、インドや中国などへの投資はマイ
ナス寄与となりました。

Amundiファンズ・エマージング・マーケッツ・エクイティ・
フォーカス（Q-I4 USD クラス）／（I20 USD クラス）
　当ファンドのパフォーマンスは、ベンチマーク
を下回りました。主に国別配分や銘柄選択がマイ
ナスに寄与しました。
　国別配分では、台湾のアンダーウェイトやブラ
ジルのオーバーウェイトなどがマイナスに寄与し
ました。
　銘柄選択では、中国の電子商取引プラット
フォーム企業やインドの銀行のアンダーウェイト
などがマイナスに寄与しました。
　なお、ロシアのエクスポージャーはゼロとして
時価評価しています。

キャッシュ・マネジメント・マザーファンド
　安全性と流動性を考慮し、短期の政府保証債を
中心とした運用を行いました。年限に関しては、
残存６ヵ月以内の政府保証債を中心とした運用を
継続しました。
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２ 今後の運用方針
当ファンド
　引き続き、運用の基本方針に従い、指定投資信
託証券への投資を通じて、主として新興国の株式
へ投資します。

ＧＩＭ／ＦＯＦｓ用新興国株Ｆ
（適格機関投資家限定）
　グローバル経済は米国を中心に底堅さを示して
いる一方で、インフレ率は低下傾向にあるものの、
世界の中央銀行には引き続き慎重な政策運営が求
められる水準にあると考えます。一方で、多くの
新興国の中央銀行は先進国に先んじて利上げを実
施し、インフレ抑制に努めてきたことで、政策金
利の据え置き又は利下げ実施余地が生じているこ
とは、新興国株式にとって支援材料になると見て
います。
　中国経済は数年に亘る調整の段階にあり、特に
不動産と製造業の低迷が経済活動全体の重石と
なっています。一方で、国内消費と投資家心理の
より緩やかな回復は、その後の商品とサービスの
需要回復が長期化することを意味すると考えてお
り、政府も内需の拡大を目的とした政策支援に注
力しています。また、現状の株価収益率は過去最
低水準に近いため、今後業績改善が見られた場合
は株価の押し上げ要因になると考えます。
　中国を除くその他の新興国の見通しについては、
テクノロジー企業の影響が大きい韓国や台湾など
の北アジアは、ＡＩ（人工知能）やクラウドサービ
ス、電気自動車の普及などの恩恵を受けると見て
おり、更なる成長が期待されます。また、インド
とインドネシアは政府による投資促進に向けた政
策支援が支援材料となっており、今後もこの傾向
は続くと予想しています。加えて、ラテンアメリ
カ諸国においては政治動向が同地域のリスク材料
となる可能性はありますが、魅力的なバリュエー
ション（価格評価）や利下げの実施などが追い風に
なると見ているほか、過去と比較して健全な経済

状況を背景に中長期的に見て見通しは良好だと考
えます。

＊当ファンドは、ＧＩＭエマージング株式マザーファンド（適
格機関投資家専用）の受益証券を組入れ、当該マザーファン
ドにおいて実質的な運用を行っております。従って、運用
状況および今後の運用方針における運用に係る記載につき
ましては、当該マザーファンドについての説明を含みます。

Amundiファンズ・エマージング・マーケッツ・
エクイティ・フォーカス（I20 USD クラス）
　新興国株式市場には、インフレ率の低下や魅力
的なバリュエーション（投資価値評価）、グローバ
ルなサプライチェーン（供給網）の多様化からの恩
恵など、引き続き支援材料がみられます。中国の
長期的な不動産需要は低迷する可能性がある一方、
発表された不動産市場の支援策によりセンチメン
ト（心理）の改善と今後の市場の底打ちが期待され
ます。このような改善は歓迎すべきことであり、
中国政府は特定の製造業の過剰生産能力に関する
現在の懸念に対処することが可能になると考えま
す。
　当ファンドはブラジル、韓国、インドネシアな
どをポジティブにみている一方、中国、台湾、サ
ウジアラビアなどを慎重にみています。
　当ファンドは引き続き、キャッシュフロー創出
力が高く、債務水準が低く、コーポレート・ガバ
ナンス（企業統治）の水準が高い企業を選好しなが
ら、規律ある投資を維持します。

キャッシュ・マネジメント・マザーファンド
　引き続き安全性と流動性をもっとも重視したス
タンスでの運用を継続し、短期の国債・政府保証
債を中心とした運用を行っていきます。ファンド
の平均残存年限については、２～４ヵ月程度を目
安に短めを基本とする方針です。

３ お知らせ
約款変更について

●信託報酬率の引き下げに伴い、信託約款に所要の変更を行いました。 （適用日：2023年12月22日）
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５ 代表的な資産クラスとの騰落率の比較

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債
平均値 10.0％ 13.7％ 20.4％ 10.7％ －1.4％ 5.1％ 6.7％

※上記期間の月末ごとに、それぞれ直近１年間の騰落率を算出し、最大・平均・最小を表示しています。よって、決算日に対応した
数値とは異なります。

※当ファンドの騰落率は、分配金（税引前）を分配時に再投資したと仮定して計算したものです。
※全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。

各資産クラスの指数

日 本 株 ＴＯＰＩＸ（東証株価指数、配当込み）
株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社が算出、公表する指数で、日本の株式を対象としています。

先進国株 ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（グロス配当込み、円ベース）
MSCI Inc.が開発した指数で、日本を除く世界の主要先進国の株式を対象としています。

新興国株 ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（グロス配当込み、円ベース）
MSCI Inc.が開発した指数で、新興国の株式を対象としています。

日本国債 ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（国債）
野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が公表する指数で、国内で発行された公募固定利付国債を対象としています。

先進国債 ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
FTSE Fixed Income LLCにより運営されている指数で、日本を除く世界の主要国の国債を対象としています。

新興国債 ＪＰモルガン･ガバメント･ボンド･インデックス-エマージング･マーケッツ･グローバル･ダイバーシファイド（円ベース）
J.P. Morganが算出、公表する指数で、新興国が発行する現地通貨建て国債を対象としています。

※海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円ベースとしています。
※上記各指数に関する知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾者に帰属します。また、上記各指数の発行者および

許諾者は、当ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。
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【2019年９月～2024年８月】

４ 当ファンドの概要
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式
信 託 期 間 無期限（設定日：2007年２月20日）
運 用 方 針 投資信託証券への投資を通じて、主として新興国の株式へ投資します。

主 要 投 資 対 象

当ファンドは以下の投資信託証券を主要投資対象とします。
ＧＩＭ／ＦＯＦｓ用新興国株Ｆ（適格機関投資家限定）
ＧＩＭエマージング株式マザーファンド（適格機関投資家専用）
Amundiファンズ・エマージング・マーケッツ・エクイティ・フォーカス（I20 USD クラス）
新興国の株式
キャッシュ・マネジメント・マザーファンド
本邦貨建て公社債および短期金融商品等

当 フ ァ ン ド の
運 用 方 法

■投資する投資信託証券は、新興国の株式を主要投資対象とし、アクティブ運用を行うことを基本とする
ものとします。

■外貨建資産については、原則として為替ヘッジは行いません。
■指定投資信託証券の選定、追加または入替えについては、ＳＭＢＣ日興証券株式会社からの助言を受け

ます。
組 入 制 限 ■外貨建資産への投資割合には制限を設けません。

分 配 方 針

■年１回（原則として毎年９月25日。休業日の場合は翌営業日）決算を行い、分配金額を決定します。
■分配対象額は、経費控除後の利子、配当等収益と売買益（評価損益を含みます。）等の範囲内とします。
■分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。
※委託会社の判断により分配を行わない場合もあるため、将来の分配金の支払いおよびその金額について

保証するものではありません。
ファンドは複利効果による信託財産の成長を優先するため、分配を極力抑制します。

（基準価額水準、市況動向等によっては変更する場合があります。）
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６ 当ファンドのデータ
当ファンドの組入資産の内容（2024年９月25日）

組入れファンド等

銘柄名 組入比率

Amundiファンズ・エマージング・マーケッツ・エクイティ・フォーカス（I20 USD クラス） 70.0％
ＧＩＭ／ＦＯＦｓ用新興国株Ｆ（適格機関投資家限定） 28.2％
キャッシュ・マネジメント・マザーファンド 0.1％
コールローン等、その他 1.6％

※比率は、純資産総額に対する割合です。

※未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

純資産等

アメリカ・ドル
70.4％

日本・円
29.6％

アメリカ・ドル
70.4％

日本・円
29.6％

通貨別配分（純資産総額比）

ルクセンブルグ
71.2％

日本
28.8％

ルクセンブルグ
71.2％

日本
28.8％

国別配分（ポートフォリオ比）

投資信託証券
98.2％

投資信託証券
98.2％

マザーファンド
0.1％

その他
1.6％

資産別配分（純資産総額比）

項目 第18期末
2024年９月25日

純資産総額 （円） 47,389,332,828
受益権総口数 （口） 27,617,407,306
１万口当たり基準価額 （円） 17,159

※当期における、追加設定元本額は9,325,003,984円、解約元本額
は1,862,833,528円です。
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組入上位ファンドの概要

ＧＩＭ／ＦＯＦｓ用新興国株Ｆ（適格機関投資家限定）
（2023年７月26日から2024年７月25日まで）
◎基準価額等の推移 （2023年7月26日～2024年7月25日）

期 首：14,781円
期 末：17,257円（既払分配金（税込）：0円）
騰落率： 16.8％

（円）
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16,000
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20,000
（百万円）
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40,000

2023/7/25 2023/8 2023/9 2023/10 2023/11 2023/12 2024/1 2024/2 2024/3 2024/4 2024/5 2024/6 2024/7/25

ベンチマーク（左軸）
基準価額（左軸）

純資産総額（右軸）

◎1万口当たりの費用明細 （2023年7月26日～2024年7月25日）

項 目
当 期

項　目　の　概　要
金 額 比 率

円 ％
（a）信 託 報 酬 121 0.773 （a）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （104） （0.660） 投信会社　投資判断、受託会社に対する指図等の運用業務、開
示資料作成業務、基準価額の計算業務、およびこれ
らに付随する業務の対価

（ 販 売 会 社 ） （2） （0.011） 販売会社　受益者の口座管理業務、換金代金等の支払い業務、
購入後の投資環境等の情報提供業務、およびこれら
に付随する業務の対価

（ 受 託 会 社 ） （16） （0.102） 受託会社　信託財産の記帳・保管・管理業務、委託会社からの
指図の執行業務、信託財産の計算業務、およびこれ
らに付随する業務の対価

（b）売 買 委 託 手 数 料 11 0.067 （b）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕〔期中の平均受益権口数〕

（ 株 式 ） （10） （0.066） 有価証券の取引等の仲介業務およびこれに付随する業務の対価
として証券会社等に支払われる手数料

（ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） （0） （0.001）
（c）有 価 証 券 取 引 税 13 0.085 （c）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕〔期中の平均受益権口数〕

（ 株 式 ） （13） （0.085） 有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（d）そ の 他 費 用 83 0.530 （d）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕
〔期中の平均受益権口数〕

（ 保 管 費 用 ） （28） （0.177） 保管費用　外貨建資産の保管業務の対価として受託会社の委託
先である保管銀行等に支払われる費用

（ 監 査 費 用 ） （4） （0.022） 監査費用　信託財産の財務諸表の監査業務の対価として監査法
人に支払われる費用

（ そ の 他 ） （52） （0.331） その他　信託事務の処理等に要するその他諸費用

合 計 228 1.455
期中の平均基準価額は、15,702円です。

（注）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税
およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）各項目の円未満は四捨五入です。
（注）比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

（注）基準価額は、信託報酬控除後です。
（注）ベンチマークはMSCIエマージング・マーケッツ・インデックス（税引後配当込み、円ベース）です。
（注）ベンチマークはグラフの始点の日の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
（注）MSCIエマージング・マーケッツ・インデックスは、MSCI Inc.が発表しております。同インデックスに関する情報の確実性および完結性をMSCI Inc.は何ら保証するものではありま

せん。著作権はMSCI Inc.に帰属しております。MSCIエマージング・マーケッツ・インデックス（税引後配当込み、円ベース）は、同社が発表したMSCIエマージング・マーケッ
ツ・インデックス（税引後配当込み、米ドルベース）を委託会社にて円ベースに換算したものです。
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◎組入資産の内容
○組入ファンド等

％
エマージング株式マザーファンド 100.4
その他 △0.4

組入銘柄数 1銘柄
（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）その他は現金・預金・その他資産（負債控除後）です（以下同じ）。

100.4％
親投資信託受益証券

－0.4％
その他

○資産別配分

100％
日本

○国別配分

100％
日本円

○通貨別配分

○組入上位10銘柄
銘柄名 業種／種別等 通貨 国（地域） 比率

TAIWAN SEMICONDUCTOR MANUFACTURING 半導体・半導体製造装置 新台湾ドル 台湾 8.6％
SAMSUNG ELECTRONICS CO LTD テクノロジー・ハードウェアおよび機器 韓国ウォン 韓国 6.7
TENCENT HOLDINGS LIMITED メディア・娯楽 香港ドル 香港 5.7
HDFC BANK LTD-ADR 銀行 米ドル アメリカ 2.6
MEITUAN-CLASS B 消費者サービス 香港ドル 香港 2.2
SK HYNIX INC 半導体・半導体製造装置 韓国ウォン 韓国 2.1
RELIANCE INDUSTRIES LTD エネルギー インドルピー インド 1.9
KIA MOTORS CORPORATION 自動車・自動車部品 韓国ウォン 韓国 1.9
PETROLEO BRASILEIRO SA-PETROBRAS-PR エネルギー ブラジルレアル ブラジル 1.9
LG CHEM LTD 素材 韓国ウォン 韓国 1.9

組入銘柄数 82銘柄
（注）国（地域）は発行国または地域を表示しています。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しています。
（注）比率は純資産総額に対する割合です。

（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）資産別配分のその他は現金・預金・その他資産（負債控除後）です。国別および通貨別配分のその他は現金、預金、その他資産（負債控除額）を含みます。
（注）国別配分は発行国または地域を表示しています。

96.4％
株式

3.6％
その他

○資産別配分

22.6％
香港

14.8％
韓国

12.7％
台湾

11.0％
アメリカ

7.2％
インド

6.5％
ブラジル

5.4％
中国

19.7％
その他

○国別配分

22.6％
香港ドル

14.8％
韓国ウォン

12.7％
新台湾ドル

11.0％
米ドル

7.2％
インドルピー

6.5％
ブラジルレアル

5.4％
オフショア元

19.7％
その他

○通貨別配分

○基準価額等の推移
（2022年7月27日～2023年7月26日）

（注）ベンチマークはMSCIエマージング・マーケッツ・インデックス（税引後配当込み、
円ベース）です。

（注）ベンチマークはグラフの始点の日の値が基準価額と同一となるように指数化してい
ます。

○1万口当たりの費用明細
（2022年7月27日～2023年7月26日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a）売 買 委 託 手 数 料 16 0.057

（ 株 式 ） （16） （0.055）
（先物・オプション） （0） （0.001）

（b）有 価 証 券 取 引 税 27 0.095
（ 株 式 ） （27） （0.095）

（c）そ の 他 費 用 115 0.398
（ 保 管 費 用 ） （55） （0.190）
（ そ の 他 ） （60） （0.208）
合 計 158 0.550

期中の平均基準価額は、28,868円です。
（注）項目の概要については、前記当ファンドに投資している投資信託の運用報告書「1

万口当たりの費用明細」をご参照ください。
（注）各項目は簡便法により算出し、円未満は四捨五入です。
（注）比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗

じたものです。

（円）

26,000

27,000

28,000

29,000

30,000

31,000

32,000

33,000

2022/8 2022/10 2022/12 2023/2 2023/4 2023/6

基準価額
ベンチマーク

◆エマージング株式マザーファンド（2023年7月26日）
　以下は、ＧＩＭ／ＦＯＦｓ用新興国株Ｆ（適格機関投資家限定）が組み入れているファンドです。

（2024年7月25日）

（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分は発行国または地域を表示しています。なお、当ファンドの実質的な投資内容は、後記をご参照ください。
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Amundiファンズ・エマージング・マーケッツ・エクイティ・フォーカス
（I20 USD クラス）※（2022年７月１日～2023年６月30日）

基準価額の推移以外は投資ファンドを含むシェアクラスで構成された「Amundiファンズ・エマージング・マーケッツ・
エクイティ・フォーカス」の情報を記載しています。

※「Amundiファンズ・エマージング・マーケッツ・エクイティ・フォーカス」のクラス持ち分が、2024年６月21日付で
Q-I４ USDクラスからI20 USDクラスに転換されました。
なお、該当期間において転換後のI20 USDクラスは設定されておりません。

基準価額の推移
　I20 USDクラスの該当期間の基準価額データがないため、記載すべきデータはございません。

１万口当たりの費用明細
※単位当たり費用明細は入手できるデータがないため記載していません。

※国別配分は原則発行国もしくは投資国を表示しています。
※基準日は2023年６月30日です。

中国
24.7％

インド
17.0％

韓国
14.0％

台湾
11.5％

その他
25.4％

中国
24.7％

インド
17.0％

韓国
14.0％

台湾
11.5％ブラジル

7.5％

その他
25.4％

国別配分（純資産総額比）

株式
96.9％
株式
96.9％

その他
3.2％

資産別配分（純資産総額比）

香港ドル
23.7％

インドルピー
16.5％

韓国ウォン
14.0％

台湾ドル
11.5％

その他
27.2％

香港ドル
23.7％

インドルピー
16.5％

韓国ウォン
14.0％

台湾ドル
11.5％

ブラジルレアル
7.2％

その他
27.2％

通貨別配分（純資産総額比）

組入上位銘柄 （2023年６月30日現在）

銘柄名 組入比率

１ TAIWAN SEMICOND MANUFG -TSMC 7.3％
２ SAMSUNG ELECTRONICS CO LTD 6.8％
３ TENCENT HOLDINGS LTD 4.9％
４ ALIBABA GROUP HOLDING LTD 1.8％
５ BANK CENTRAL ASIA TBK PT 1.5％
６ HOUSING DEVELOPMENT FINANCE CO 1.5％
７ SK HYNIX INC 1.4％
８ AXIS BANK LTD 1.4％
９ POWER GRID CORP OF INDIA LTD 1.3％
10 SAMSONITE INTERNALTIONALE SA 1.2％

全銘柄数 148銘柄
※比率は、純資産総額に対する割合です。
※全銘柄の情報については、運用報告書（全体版）に記載しています。
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